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○
国
際
港
蒲
郡
開
港
50
周
年 

１
、
近
世
蒲
郡
の
港 

現
在
の
蒲
郡
市
域
に
お
け
る

廻
船
・
航
路
対
応
の
港
は
八
ヵ

村
に
あ
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
。 以

下
、
蒲
郡
市
史
（
発
行
・

蒲
郡
市
）
を
基
に
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
竹
谷
村
犬
飼
湊
に
つ
い

て
は
別
建
て
で
紹
介
し
ま
す
。 

拾
石
湊
（
港
）
は
深
溝
松
平

家
の
資
料
で
１
５
８
２
年
（
天

正
10
年
）
に
吉
田
（
豊
橋
）
間

の
航
路
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て

お
り
ま
す
。 

１
７
０
１
年
（
元
禄
14
年
）

の
三
河
国
絵
図
に
よ
り
ま
す
と
、

形
原
湊
は
伊
勢
や
吉
田
と
の
、

三
谷
湊
は
田
原
や
平
坂
（
西
尾
）

と
の
航
路
が
あ
り
、
こ
の
二
港

は
蒲
郡
の
代
表
的
な
大
湊
で
あ

っ
た
よ
う
で
す
。 

大
塚
村
の
１
７
８
８
年
（
天

明
８
年
）
の
村
明
細
に
年
貢
米

を
積
み
だ
し
た
記
録
が
あ
り
、

江
戸
（
東
京
）
廻
送
が
示
唆
さ

れ
て
い
ま
す
。
大
塚
村
に
は
も

う
一
つ
、
星
越
湊
が
あ
っ
た
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

明
治
初
め
（
１
８
７
０
年
代
）

に
は
不
相
（
府
相
）
村
か
ら
伊

勢
海
（
伊
勢
湾
）
で
遭
難
し
神

島
で
救
助
さ
れ
た
と
い
う
難
破

届
け
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

鹿
島
湊
は
１
８
９
１
年
（
明

治
24
年
）
刊
行
の
「
三
河
国
宝

飯
郡
誌
」
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、

近
世
に
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
て

い
ま
す
。 

他
に
小
江
村
、
西
浦
村
に
も

湊
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
詳

し
く
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

２
、
蒲
郡
港
の
成
り
立
ち 

三
河
国
二
葉
松
に
、
三
河
五

港
が
１
６
３
５
年
（
寛
永
12
年
）

に
定
め
ら
れ
て
と
あ
り
、
そ
の

う
ち
の
一
つ
が
竹
谷
村
の
犬
飼

湊
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。 

そ
れ
よ
り
以
前
の
１
５
４
７

年
（
天
文
16
年
）
、
幼
少
期
の
徳

川
家
康
が
今
川
義
元
の
も
と
に

人
質
と
し
て
向
か
う
時
に
、
犬

飼
湊
が
使
わ
れ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。 

 

こ
の
犬
飼
湊
が
蒲
郡
港
の
前

身
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

徳
川
時
代
（
１
６
０
３
年
～

１
８
６
８
年
）
に
は
年
貢
米
の

搬
入
、
木
材
、
石
材
の
輸
送
に

よ
り
栄
え
ま
し
た
。
１
８
４
７

年
（
弘
化
４
年
）
の
信
濃
地
震

に
よ
り
地
盤
沈
下
が
あ
り
、
輸

送
の
中
心
は
西
郡
湊
（
蒲
駅
南
）

に
移
っ
て
い
き
ま
し
た
。
大
正

末
（
１
９
２
０
年
代
）
か
ら
は

石
炭
取
引
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

 

１
９
３
０
年
（
昭
和
５
年
）

に
内
務
省
指
定
港
湾
と
な
り
、

１
９
６
４
年
（
昭
和
39
年
）
重

要
港
湾
に
昇
格
し
ま
し
た
。
１

９
６
６
年
（
昭
和
41
年
）
に
国

際
港
と
し
て
開
港
指
定
さ
れ
ま

し
た
。 

 

そ
し
て
本
年
２
０
１
６
年

（
平
成
28
年
）
国
際
港
蒲
郡
が

開
港
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

昨
年
は
11
ｍ
岸
壁
の
一
部
が

完
成
し
、
蒲
郡
港
浜
町
地
区
は

現
在
２
３
３
ha
ま
で
拡
張
さ
れ
、

大
型
車
載
船
の
接
岸
に
よ
り
自
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動
車
の
輸
出
が
円
滑
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
木
材
関
連
輸

入
、
雑
貨
輸
入
に
も
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

将
来
的
に
は
面
積
２
４
８
ha

に
な
る
予
定
で
す
。 

 

ま
た
、
蒲
郡
南
駅
前
埠
頭
（
竹

島
埠
頭
）
は
「
み
な
と
オ
ア
シ

ス
」
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。 

３
、
秋
の
行
事 

９
月
21
日
に
商
工
会
議
所
で

記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
す
。 

10
月
１
日
に
客
船
「
ぱ
し
ふ

ぃ
っ
く
・
び
な
す
」
が
新
設
さ

れ
た
11
ｍ
岸
壁
に
来
ま
す
。 

ま
た
10
月
１
、
２
日
に
は
み

な
と
オ
ア
シ
ス
地
区
で
Ｓ
ｅ
ａ

級
グ
ル
メ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

そ
し
て
10
月
15
、
16
、
17
日

に
帆
船
「
日
本
丸
」
が
蒲
郡
埠

頭
に
寄
港
し
ま
す
。 

 

10
月
15
、
16
日
の
両
日
は
蒲

郡
南
駅
前
埠
頭
（
竹
島
埠
頭
）

に
帆
船
「
み
ら
い
へ
」
も
来
港

し
ま
す
。 

 

○
市
議
会
一
般
質
問 

問 

相
模
原
市
障
害
者
支
援
施

設
殺
傷
を
受
け
て
、
本
市
の
対

応
を
う
か
が
う
。 

答 

不
安
な
思
い
や
心
を
痛
め

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
か
ら
相
談

が
あ
れ
ば
真
摯
に
そ
の
声
を
聴

く
と
と
も
に
、
今
後
も
支
援
を

必
要
と
す
る
方
々
に
寄
り
添
っ

た
取
組
に
力
を
注
ぐ
こ
と
で
、

障
害
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
て

い
ま
す
。 

問 

愛
知
県
の
対
応
は
い
か
が

か
。 

答 

蒲
郡
市
の
つ
つ
じ
寮
を
含

め
、
侵
入
者
へ
の
対
応
及
び
緊

急
連
絡
体
制
な
ど
、
防
犯
対
策

の
確
認
等
総
点
検
を
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。 

問 

蒲
郡
市
第
４
期
障
害
福
祉

計
画
の
概
要
は
い
か
が
か
。 

答 

平
成
27
年
度
か
ら
平
成

29
年
度
の
三
ヵ
年
に
お
い
て
、

障
害
者
及
び
発
達
支
援
の
必
要

な
児
童
が
自
立
し
た
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
関
係

機
関
や
事
業
所
、
当
事
者
団
体

が
連
携
し
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
係
る
給
付
及
び
そ
の
他
の

支
援
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
、

地
域
生
活
へ
の
移
行
や
就
労
支

援
を
進
め
る
も
の
で
、「
障
害
の

あ
る
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
社
会
」
の
実
現
を
目
標
に

設
定
し
た
も
の
で
す
。 

問 

こ
の
計
画
に
あ
る
地
域
生

活
支
援
拠
点
等
の
整
備
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。 

答 

相
談
業
務
、
自
立
支
援
、

連
絡
体
制
、
人
材
育
成
、
地
域

の
体
制
整
備
の
五
つ
が
組
み
立
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て
ら
れ
る
よ
う
に
運
営
会
議
で

協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

問 
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

の
整
備
は
い
か
が
か
。 

答 

自
立
支
援
協
議
会
「
こ
ど

も
部
会
」
に
お
い
て
必
要
な
機

能
等
を
検
討
し
つ
つ
、
平
成
31

年
度
末
ま
で
に
総
合
的
な
支
援

機
能
の
整
備
完
了
を
見
据
え
、

順
次
、
段
階
的
に
準
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。 

 

問 

子
供
の
貧
困
に
対
す
る
国

の
取
り
組
み
は
い
か
が
か
。 

答 

国
は
、
子
供
の
貧
困
対
策

に
つ
い
て
平
成
25
年
に
「
子
ど

も
の
貧
困
対
策
の
推
進
に
関
す

る
法
律
」
を
制
定
し
、
国
の
責

務
と
し
て
子
ど
も
の
貧
困
対
策

に
取
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
定
め
ま
し
た
。
今
年
７
月
に

は
、
内
閣
府
よ
り
「
平
成
28
年

度
に
お
け
る
内
閣
府
の
取
組
」

が
発
表
さ
れ
、
子
供
の
未
来
応

援
国
民
運
動
、
未
来
応
援
地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
支
援
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

問 

愛
知
県
の
取
り
組
み
は
ど

の
よ
う
か
。 

答 

大
村
秀
章
知
事
は
６
月
13

日
の
記
者
会
見
で
、
県
内
の
小

中
学
生
の
貧
困
率
を
調
べ
る

「
愛
知
子
ど
も
調
査
」
を
実
施

す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。
「
子

ど
も
の
貧
困
対
策
検
討
会
議
」

を
開
催
し
、
12
月
に
調
査
が
実

施
さ
れ
る
予
定
で
す
。
平
成
29

年
４
月
に
は
集
計
結
果
の
分
析

と
結
果
報
告(

最
終
報
告
書)

が

公
表
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

問 

蒲
郡
市
で
は
現
状
の
制
度

で
対
応
し
て
い
る
こ
と
は
あ
る

か
。 

答 

本
市
で
は
、
子
供
の
貧
困

に
関
す
る
改
善
に
向
け
た
当
面

の
重
点
施
策
と
し
て
国
が
示
し

て
お
り
ま
す
「
教
育
の
支
援
」

「
生
活
の
支
援
」「
経
済
的
支
援
」

「
保
護
者
に
対
す
る
就
労
の
支

援
」「
ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る

支
援
」
な
ど
様
々
な
事
業
を
推

進
し
て
い
ま
す
。 

問 

国
、
県
に
先
行
し
て
で
き

る
こ
と
は
あ
る
か
。 

答 

本
市
が
今
年
度
配
置
し
ま

し
た
「
子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ

ュ
」
や
「
就
学
指
導
相
談
員
」

が
子
育
て
家
庭
の
身
近
な
場
所

で
相
談
に
応
ず
る
中
で
、
不
足

す
る
支
援
や
必
要
と
さ
れ
る
対

策
が
見
え
て
く
る
も
の
と
考
え

ま
す
。
貧
困
や
子
育
て
に
悩
む

家
庭
が
気
軽
に
相
談
で
き
、
困

り
ご
と
を
解
消
で
き
る
、
支
援

に
繋
が
る
体
制
づ
く
り
が
必
要

で
あ
り
、
そ
う
し
た
新
た
な
支

援
方
策
を
検
討
す
べ
き
と
考
え

ま
す
。 

問 

新
規
事
業
に
は
財
源
が
必

要
だ
が
、
国
の
補
助
は
受
け
ら

れ
る
か
。 

答 

貧
困
対
策
の
財
源
と
し
ま

し
て
、
地
域
子
供
の
未
来
応
援

交
付
金
等
が
ご
ざ
い
ま
す
。
愛

知
県
の
動
向
を
見
な
が
ら
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
自
治
会
等
団
体
に
よ
る

地
域
で
の
支
援
活
動
が
活
性
化

さ
れ
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

よ
る
支
援
活
動
と
支
援
ニ
ー
ズ

の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
連
携
体
制

の
整
備
が
必
要
と
さ
れ
る
際
に
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は
、
国
の
交
付
金
等
を
活
用
し

て
や
れ
る
こ
と
は
な
い
か
、
研

究
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 

○
平
成
28
年
９
月
議
案
概
要 

＊
消
防
団
員
の
年
齢
要
件
を
20 

歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ
ま 

す
。 

＊
市
道
の
路
線
認
定
、
廃
止
及 

び
変
更
を
行
い
ま
す
（
大
塚 

西
地
区
、
海
陽
町
地
内
）
。 

＊
補
正
予
算
を
付
け
ま
す
（
５ 

億
３
千
万
円
）
。
概
要
は
左 

記
の
と
お
り
で
す
。 

①
小
学
生
海
外
派
遣
、
グ
ラ
ン 

ド
ピ
ア
ノ
購
入
（
市
民
会
館
） 

ト
イ
レ
増
設
（
北
部
小
学
校
） 

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
（
６
台
） 

…
以
上
財
源
は
寄
付 

②
教
育
施
設
整
備
基
金
３
億
円 

（
計
19
億
３
千
万
円
） 

③
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支
援 

（
五
井
眺
海
園
…
シ
ル
エ
ッ

ト
み
ま
も
り
、
な
ご
み
の
里
… 

マ
ッ
ス
ル
ス
ー
ツ
） 

＊
平
成
27
年
度
決
算
の
認
定
を 

行
い
ま
す
（
歳
入
ベ
ー
ス
総 

額
１
，
５
９
０
億
円
）
。 


